　自散髪停止の顛末　
                                                    高野　獨源
二〇〇四年からずっと続けていた、「自ラ散髪ス」という自散髪をついにやめる時が来た。

そもそも、自分で散髪することを何故始めたかと言うと、帰宅時間が遅く理容店が開いている時刻になかなか店に辿り着かなかったことと、「ついでに髪の毛を切ってもらう」という状況が無かったことが主な理由である。
ところが、最近は土曜日の午前中くらいは何とか時間が確保できるのと、どっちにしろ、子供達を理容店に連れて行かなくてはならない状況がある。子供達も昔は私が全員同じ髪型で切ることを認めていたのに、今では決して認めない。従って、子供達を千円カットに連れて行かなくてはならなくなった。
さて、それでも二年くらいは頑張って自散髪を続けていたものの、四十肩だか何かの所為で、ハサミを持つ手が上がりにくいということが起き始めた。まさかの展開である。もともと、頭の後ろの方が切りにくくてかなり適当になっていたのだが、横の方も適当になってきた。これをもっと丁寧にやろうとすると、時間が掛かり、本来の目的であった時間の節約というものが達成されていないのではないかと思うようになって来た。
こうした状況の中、子供達を理容店に連れて行ったある日のこと、ついに、ついでに自分も切ってもらう事を決意した。

「お願いします」

そういって、椅子に座る。七年ぶりだ。まな板の上の鯉になった気分である。

「どうしますか」

と店の人が聞くので、

「今まで自分で切っていたのでバラバラになっています。申し訳ないですが、それを何とか揃えて頂きたいのですが」

と答えると、

「では、前髪に合わせて切りましょうか。でも、かなり短くなりますよ」

「どうぞどうぞ。やりにくいかもしれませんが、よろしく」

このような会話の後、術が施された。

　「はい、いかがですか」

　との声に、見ると、さすがにプロの仕事である。見事に後ろまで揃っている。そして、子供達の髪型ともほぼ同じである。予期した通りだ。随分とさっぱりした。これなら時間も掛からず、もとより値段も安い。これは良い。自散髪を始めた頃は、千円カットなどは、近所では見つけられなかったのだ。きっと無かったのだろう。だからこそ、その昔は大久保まで行っていたのだが、

千五百円位はしていた。

　こうして、私は自散髪を停止し、外注方式を暫く続けてみることを決意したのであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【終わり】
（執筆自二〇一〇年十一月二十五日）
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